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1 ．試験開始の合図があるまで，この冊子を開いてはいけません。

2 ．学部・学科別の出題科目及び選択方法は以下のとおりです。間違いのないよう十分注意してください。

3．出題科目のページは以下のとおりです。

4．解答用紙は 2枚回収します。
　　解答は，解答冊子の中から選択した科目の解答用紙 2枚を切り取り，全てそこに記入してください。

5．問題冊子及び解答冊子の印刷不鮮明，ページの落丁，乱丁，汚れ等に気付いた場合は手を挙げて監督者
に知らせてください。

6．試験開始の合図があったら，解答用紙に受験地，受験番号を記入して，解答を始めてください。

7．試験終了の合図と同時に解答をやめてください。

8．問題冊子及び残った解答冊子は持ち帰ってください。
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第 1問　次の文章中の空欄（　ア　）～（　ス　）に入る数値を答えよ。ただし，重力加速度
の大きさを 9.8 m/s2とする。

問 1　 質量 2.5 kgで床との動摩擦係数が 0.20の物体が，水平な床の上を速さ 10 m/sで滑っている。

この物体の速さが変わらないように運動させるためには（　ア　）Wの動力（単位時間当

たりの仕事）を与え続ける必要があるが，動力を失った場合は（　イ　）秒後に静止する。

問 2　 水平な床面より 2.5 mの高さから質量 5.0 kgの物体を自由落下させ，床面で鉛直上向きには

ねかえる場合を考える。物体に作用した力の大きさ Fと経過時間 tの関係を表すグラフは

図 1となり，斜線部の面積は 63 N･s （= kg･m/s）であった。このとき，床に衝突する直前の

物体の速さは（　ウ　）m/s，直後の速さは（　エ　）m/sなので反発係数は（　オ　）と

なり，はねかえった後に達する最高点の高さは（　カ　）mとなる。
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図 1

問 3 　 津波のような水深に対して波長の長い水面波の速さ V〔m/s〕は，水深 H〔m〕と重力加速

度 g〔m/s2〕を用いて ܸ ൌ ඥ݃ܪ と表される。水深 49 mの領域における波長が 2.1× 102 m

の波が，水深 25 mの領域に侵入した場合，波長は（　キ　）mへと変化し，このときの屈

折率は（　ク　）と考えることができる。
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問 4　 図 2は，振動数が 0.15 kHzで xの正の方向に進む縦波の，ある時間における変位 yを表し

ている。1.0 m ≦ x ＜ 3.0 mの領域を考えたとき，媒質の密度が大きい場所は x =（　ケ　）mで，

小さい場所は x =（　コ　）mである。また，この波が xの正の方向に 48 m進むのに必要

な時間は（　サ　）sである。

xࠝmࠞ
O

yࠝmࠞ

1.0 2.0 3.0

図 2

問 5 　 水面上の 5.4 m離れた 2点 A，Bを波源とし，同位相の波が広がっている。この 2点間に強

めあう点が 5つあった場合に考えられる波の波長は（　シ　）mより大きく（　ス　）m

より小さな値である。
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第 2問　はじめ，はくが閉じていたはく検電器に，次に示す（ 1）から（ 4）
の操作を順に行った。それぞれのときに，はくの状態および，はくの電荷はどう

なっているか。【　　】内の選択肢より 1つを選び，解答用紙に記入せよ。

 図 3

（ 1）  負に帯電した帯電棒を上部の金属板に近づけた。このとき，はくの状態は（ア）【開いて・閉

じて】いて，はくの電荷は（イ）【正・負・0】である。

（ 2）  帯電棒はそのまま動かさずに，検電器の金属板を指で触れた。このとき，はくの状態は（ウ）

【開いて・閉じて】いて，はくの電荷は（エ）【正・負・0】である。

（ 3）  帯電棒をそのまま動かさず，触れた指を離した。このとき，はくの状態は（オ）【開いて・閉

じて】いて，はくの電荷は（カ）【正・負・0】である。

（ 4）  続けて帯電棒を遠ざけた。このとき，はくの状態は（キ）【開いて・閉じて】いて，はくの

電荷は（ク）【正・負・0】である。

図 4
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第 3問　図 5のように，内部断面積が S〔m2〕である断熱性の円筒容器が水平な床の上に置か
れており，この円筒容器の中には，断面積 S〔m2〕のなめらかに動くピストン 1，2が設置され

ている。ピストンによって仕切られた円筒容器内の空間に単原子分子の理想気体 A，Bがそれぞ

れ図 5のように閉じこめられている。気体 Aが閉じこめられた円筒容器の底部分には気体 Aの

みを加熱できる発熱器が設置されている。また，ピストン 1は断熱性の素材であるが，ピストン

2は熱の出入りが自由な素材でできているため，気体 Bの温度は常に外部の温度と同じである。

各ピストンの質量，円筒容器との摩擦熱および発熱器の体積は無視できるものとする。

　気体 A，Bは円筒容器外部の圧力 p〔Pa〕，温度 T〔K〕と等しい状態にあり，円筒容器の底から

ピストン 1の左面までの距離とピストン 1の右面からピストン 2の左面までの距離はともに L〔m〕

と等しく，2つのピストンは静止している。これを初期状態とし，次の問い（問 1～ 6）に答え

よ。ただし，気体定数を R〔J/（mol・K）〕とする。

図 5

外部

問 1　 初期状態における気体 Aの物質量を求めよ。

【実験 1】

　初期状態から発熱器で気体 Aを温度 T1〔K〕になるまで加熱した。すると 2つのピストンはゆっく

りと右に移動して静止した。

問 2　 気体 Aの内部エネルギーの変化量を求めよ。

問 3　 ピストン 1が移動した距離を求めよ。

問 4　 この状態変化における気体 Aのモル比熱を求めよ。
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【実験 2】

　初期状態からピストン 2を固定し，発熱器で気体 Aを加熱すると，ピストン 1はゆっくりと右

に移動して静止した。また，静止時の気体 Aの温度は 2T〔K〕であった。

問 5　 静止時の気体 Aの圧力を求めよ。

問 6　 ピストン 1が移動した距離を求めよ。
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第 1問　次の問い（問 1～ 5）に答えよ。

問 1　 気体が液体に変化したときの名称を（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）昇華　　　（イ）蒸発　　　（ウ）凝固　　　（エ）凝縮　　　（オ）融解

問 2　 次の分子またはイオンのうち，非共有電子対がもっとも多いものを（ア）～（オ）から 1つ

選び記号で答えよ。

（ア）二酸化炭素　　　（イ）水酸化物イオン　　　（ウ）メタン

（エ）窒素分子　　　　（オ）水

問 3　 多くの金属の特徴としてあてはまらないものを（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）独特の光沢をもつ　　　（イ）くだけやすい　　　（ウ）電気伝導性をもつ

（エ）熱伝導性をもつ　　　　（オ）展性・延性をもつ

問 4　 塩素の原子量は 35.5であり自然界には 35Clと 37Clの 2種類の同位体が存在する。35Cl の相

対質量を 35.0，37Clの相対質量を 37.0 としたとき，自然界に存在する 35Clの百分率として

もっとも近い値を（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）15％　　（イ）25％　　　（ウ）50％　　　（エ）75％　　（オ）90％

問 5　 下記の反応において水が，ブレンステッド・ローリーの定義における酸として働いたもの

を（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）HCl + H2O ⇄ Cl－ + H3O＋

（イ）CH3COOH + H2O ⇄ CH3COO－ + H3O＋

（ウ）CH3CHO + H2O  ⇄ CH3CH（OH）2

（エ）NH3 + H2O ⇄ OH－ + NH4
＋

（オ）H2SO4 + H2O ⇄ HSO4
－ + H3O＋
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第 2問　次の問い（問 1～ 5）に答えよ。

実験 1　 亜鉛片を希塩酸に入れると，気体を発生させながら溶解した。一方，銅片を希塩酸に入れ

ても気体は発生せず溶解しなかった。

実験 2　 硝酸銀（AgNO3）水溶液に銅線を入れると銅線の表面に銀が析出した。また，この溶液は

わずかに青色に変化した。

実験 3　 豆電球付きの銅線でつないだ亜鉛板と銅板を，希硫酸水溶液に浸すと，豆電球が点灯した。

問 1　 実験 1の下線部にて発生した気体の名称を答えよ。

問 2　 実験 1と 2の結果から，Ag，Cu，Znのイオン化傾向を高い順に並び変えよ。

問 3　 実験 2の変化を銀，銅それぞれの金属に着目した電子（e－）を含むイオン反応式（半反応式）

で答えよ。

問 4　 実験 3の装置はボルタ電池と呼ばれる。亜鉛板と銅板のどちらから気体が発生するか答えよ。

問 5　 実験 3において酸化されたものを化学式で答えよ。
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第 3問　次の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　以下の操作にて食酢中の酢酸の濃度を求めるために，水酸化ナトリウム水溶液を用いた中和滴定

を行った。

　食酢原液 10.0 mLを（　①　）を用いて正確に量り取り，これを 100 mLの（　②　）に入れ

純水を注ぎ希釈した。次いで，この希釈した食酢 10.0 mL を（　①　）を用いて正確に量り取り

（　③　）に注ぎ，指示薬を数滴加えた。（　④　）に注がれた 0.10 mol/Lの水酸化ナトリウム水

溶液を 5.5 mL滴下したとき，水溶液が無色から淡赤色になった。

問 1　 この実験に用いた器具①～④のうち，共洗いが必要なものを①～④からすべて選び記号で

答えよ。

問 2　 この実験に用いた器具②の名称を（ア）～（カ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）メスシリンダー　　　（イ）コニカルビーカー　　　（ウ）ビュレット

（エ）ホールピペット　　　（オ）メスフラスコ　　　　　（カ）分液ロート

問 3　 この実験で使用した器具①や②は溶液を標線に合わせる時に目線の高さおよびメニスカス

に注意する必要がある。液面を標線に合わせたときの液面を実線で図示せよ。ただし，回

答欄の図は器具①または②の標線（破線）付近のみを示したもので，太線をガラス管，破

線を標線とする。

標線

問 4　 この実験で使用した指示薬を（ア）～（ウ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）ブロモチモールブルー （BTB）　

（イ）フェノールフタレイン （PP） 

（ウ）メチルオレンジ （MO）

問 5　 この実験で使用した食酢原液のモル濃度は何mol/L か，そして質量パーセント濃度は何％

かをそれぞれ有効数字 2桁で答えよ。ただし，食酢中に水酸化ナトリウムと反応する酸は

酢酸のみとし，酢酸の分子量 60，食酢原液の密度を 1.0 g/mLとする。
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第 4問　次の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　アルケンの C=C結合は , 以下に示すように硫酸酸性過マンガン酸カリウム水溶液の作用により

酸化的に切断される。

　化合物 A，B，Cは互いに構造異性体であり，分子式 C6H12のアルケンである。化合物 Aに硫酸

酸性過マンガン酸カリウム水溶液を作用させると，アセトンが 2分子生成された。この①アセトン

に，塩基性条件下，ヨウ素を作用させると特異臭を持つ黄色沈殿が生じた。化合物 Bに硫酸酸性

過マンガン酸カリウム水溶液を作用させると，酢酸とケトン Dが生成された。このケトン Dはア

ルコール Eを酸化させることでも得られた。化合物 Cは不斉炭素原子を 1つ有しており，光学異

性体が存在する。

問 1　 化合物 A～ Cの構造式としてもっとも適切なものを（ア）～（ウ）からそれぞれ 1つ選び

記号で答えよ。

（ア） （イ） （ウ）

問 2　 反応①のもっとも適切な名称を（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）加水分解　　　（イ）銀鏡反応　　　（ウ）ヨードホルム反応

（エ）酸化反応　　　（オ）置換反応

問 3　 ケトン Dの構造式を例にならって答えよ。

問 4　 アルコール Eの構造式を答えよ。ただし，立体異性体は区別しないものとする。

問 5　 化合物 Aの構造異性体のうち，シクロペンタン骨格を有する化合物の構造式を答えよ。
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第 1問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　私たちは，空腹のときに食べ物を（A）見たり，食べ物の香りをかいだりすると，唾液が出ることや，

お腹が鳴ることがある。これら食べ物の情報は，（　①　）神経によって脳と脊髄からなる（　②　）

神経系に伝達される。（　②　）神経系は（　③　）神経系を介して唾液腺に情報を伝達することで，

唾液の分泌を促す。また（　②　）神経系は食べ物を口に運ぶために（　④　）神経系を介して，

からだの（B）筋肉を運動させる。

　食事をすると，血糖値は図 1のように変化し，（C）2種類のホルモンの血液中濃度は図 2のように

変化する。

࣍ࣝࣔࣥ a 

࣍ࣝࣔࣥ b 

図 1 図 2

問 1 　 下線部（A）について，物に反射した光を受容する感覚細胞は 2種類ある。それらのうち色

の区別に関する感覚細胞の名称を記せ。

問 2　 文中の空欄（　①　）～（　④　）を補うのに最も適切な語句を（ア）～（エ）から選び

記号を記せ。

　　　（ア）運動　　　（イ）自律　　　（ウ）中枢　　　（エ）感覚

問 3　 下線部（B）について，筋収縮のしくみを，「ATP」という語句を含めて簡潔に説明せよ。

問 4　 下線部（C）について，血糖値を低下させるのは図 2のホルモン aと bのどちらか記せ。

問 5　 下線部（C）について，2種類のホルモンは同じ臓器から分泌される。臓器の名称とホル

モン aと bの名称を記せ。
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第 2問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 6）に答えよ。

　植物が環境に応答するためには，まず植物が環境の変化を感知する必要がある。環境の変化は，

植物が持つ受容体によって感知される。植物が生活するうえで重要な環境要因である光を受容する

受容体を（　①　）といい，植物の（　①　）には赤色光を吸収する（　②　），青色光を吸収する

（　③　）と（　④　）がある。

　受容体によって感知された環境の変化が情報として細胞に伝えられ，細胞で遺伝子発現の変化が

引き起こされることで，植物は特定の反応を示し，環境に応答する。植物ホルモンは，細胞の中で

合成された後，別の細胞に移動し，遺伝子の発現を調節することによって，細胞の成長や生理的な

働きを調節する。

　種子の中には，発芽に適した環境条件になるまで発芽しないものが多くみられる。多くの種子

は，成熟した後，活動を停止し，（A）休眠 という状態になる。（B）種子の休眠の解除は，吸水に加え

て，光が当たったり，一定期間低温にさらされたりすることなどが刺激となって起こる。

　植物は発芽した後，茎や根を伸ばして成長する。（C）植物の成長には，縦方向に伸びる伸長成長

や，横方向に伸びる肥大成長などがあり，これらは細胞分裂の調節に加えて，個々の細胞が伸長し

たり肥大したりすることによっておこる。植物の茎や根は，外界からの刺激に応答して（D）屈曲する。

植物の芽生えを暗所で水平に置くと，（E）茎は上方（重力と反対方向）に屈曲し，根は下方（重力

方向）に屈曲する。

問 1　 文中の空欄（　①　）～（　④　）を補うのに最も適切な語句を記せ。

問 2　 下線部（A）について，このときに発芽を抑制する植物ホルモンの名称を記せ。

問 3　 下線部（B）について，この休眠を解除する植物ホルモンの名称を記せ。

問 4　 下線部（C）について，植物細胞の成長を促進するはたらきをもつ植物ホルモンの名称を記せ。

また，このホルモンによって細胞の成長が促進されるしくみを以下の語句を含めて簡潔に

説明せよ。

　　　【語句】セルロース繊維，多糖類，吸水

問 5　 下線部（D）について，植物が光や重力などの方向性をもった刺激に対して，一定の方向に

屈曲する性質をなんと呼ぶか，適切な名称を記せ。
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問 6　 下線部（E）の現象について，以下の説明文が完成するようにかっこ内の適切な語句を選び

丸で囲め。

【説明文】

　植物ホルモンが（上方，下方）に移動して，茎でも根でも同じように植物ホルモンの濃度が（高

くなる，低くなる）。その結果，茎では下側の成長が（促進，抑制）されて上方に屈曲するが，反

対に，根では下側の成長が（促進，抑制）されて下方に屈曲する。
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第 3問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 9）に答えよ。

　DNAに存在する（A）プロモーターとよばれる特別な塩基配列をもつ領域に，（　①　）という酵

素が結合すると，塩基どうしの水素結合が切れて，DNAの 2本鎖がほどける。（B）ほどけた DNAの

一方の鎖の塩基に，相補的な塩基をもつ（　②　）が水素結合する。このとき，DNAのアデニンには

RNAのウラシルが結合する。次の（　②　）が塩基を介して鋳型鎖に水素結合すると，（　①　）の

はたらきによって，2つのリン酸がとれて先に結合していたヌクレオチドに連結される。（C）（　①　）

が移動して上記の過程がくり返され，RNAが合成されていく。（　①　）が DNAの特定の塩基配

列をもつ領域に達すると，RNA合成が終了して RNAが DNAから離れる。この過程を転写といい，

細胞周期や細胞の分化の段階に応じて（D）調節されている。

　真核生物の遺伝子では，DNAの塩基配列に，（E）翻訳されない配列と（F）翻訳される配列がある。

転写によってできた RNAから，翻訳されない領域が除かれ，翻訳される領域がつながれる過程を

経て mRNAとなる。この過程を（　③　）という。転写された RNAから mRNAがつくられるとき，

（G）（　③　）によって除かれる部分の違いによって，同じ配列の RNAから異なる mRNAができる

ことがある。

問 1　 下線部（A）について，プロモーターを介した発現調節について簡潔に記せ。

問 2　 文中の空欄（　①　）～（　③　）を補うのに最も適切な語句を記せ。

問 3　 下線部（B）について，この鎖の名称を記せ。

問 4　 下線部（C）について，移動の方向を問 3の名称を含めて記せ。

問 5　 下線部（D）について，下線部（A）以外の発現調節について簡潔に説明せよ。

問 6　 下線部（E）について，この配列の名称を記せ。

問 7　 下線部（F）について，この配列の名称を記せ。

問 8　 転写および（　③　）が行われる細胞小器官の名称を記せ。

問 9　 下線部（G）について，この過程の名称を記せ。
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 第 1 問　次の英文を読み，問 1から問 4に答えよ。

【　X　】

Earlier this month a hunk of space junk hurtled toward the International Space Station, putting the 

safety of astronauts and their orbiting outpost at risk.  Fortunately, the cosmic hazard was detected early 

and an emergency maneuver rocketed the $150 billion station out of harm’s way. Such episodes, which 

burn gallons of ［ A ］ propellant, cost NASA and its partners an average $1 million per incident.  There 

must be a better way, right?  For years now, scientists and engineers have been dreaming up alternatives 

— mainly pricey new robots that could remove rapidly multiplying space junk or shove it further into 

space.  But what if the best solution is what they’ve been doing all along — just getting out of the way?

【 Cost-Eff ective Solutions and Growing Problems 】

An unusual new NASA space junk study asked a question only an accountant could love: What’s the 

most cost-eff ective way of solving the problem?  Rather than focus on whether removing junk ［  B  ］ 

safety and sustainability, NASA wondered if the potential cost of collisions justifi es the development of 

expensive new technologies to clean up the heavens.  And it turns out it probably doesn’t — not in this 

century, at least.  Instead, Earth-bound humans could save a lot of money and eff ort by honing their debris-

tracking and dodging skills while forging international agreements to minimize the creation of more space 

junk in the future.  Space junk is a well-documented, growing problem for companies that have invested 

tens of billions of dollars building, launching and operating satellites that circle the planet collecting and 

transmitting data, including broadband internet, military communications and weather observation.

【 NASA’s Study and Speculative Technologies 】

Enter NASA’s Offi  ce of Technology, Policy and Strategy.  Its new study, distilled to its most basic 

elements, sought to put a price on avoiding space junk and then examined other potential solutions that 

would pay off  in a reasonable amount of time.  Its surprising fi nding, considering the alarm that space 

junk inspires, is that while it can be very expensive to maneuver the giant space station, avoiding junk 

costs U.S. satellite operators a mere $58 million a year.  For example, the estimated cost of moving a 

［  C  ］, $500 million commercial satellite out of the way of trackable space junk is $699, including labor.  

For a price like that, it’s hard to justify investing in some of the more speculative and expensive 

technologies that have been proposed over the years.  Space tug boats, launched to grapple large pieces 

of space junk and fl ing them into the atmosphere, could cost as much as $6 billion.  A more speculative 

spacecraft that ‟sweeps” smaller junk out of the way might cost as much as $900,000 per kilogram of 

debris.  In both cases, the eventual ‟break-even” point at which the cost of remediation equals the cost of 

collision avoidance could be nearly a century into the future.
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【　Y　】

Fortunately, there are more aff ordable options for lowering risk today and into the future. 　The 

most obvious is to limit the amount of junk that’s being launched and left in space.  And there are good 

ways to do that, starting with rules requiring satellite owners to take their spacecraft out of crowded 

orbits after they are no longer useful.  The U.S. already has strict rules requiring just that and there have 

long been ［ D ］ to see those rules translated into an international treaty to reduce space junk.  The Biden 

administration should seek to convince America’s space partners and allies to agree to the U.S. standards, 

and then start wider talks.  As other countries, especially China and India, become space powers in their 

own right, establishing rules for how to keep space safe and sustainable should be a global priority.  If 

global agreement can be achieved on preventing junk, the more diffi  cult question of sharing the costs and 

burdens of remediating what’s already there can start.  According to NASA’s new report, ground and 

space-based lasers that push junk out of the way without destroying it might achieve break-even 

economics within a decade.  U.S. rivals will need assurances that such lasers aren’t off ensive weapons.  

A comprehensive space junk treaty could off er a pathway for doing that, especially as space becomes 

more congested with the assets of other countries.  Space will be everyone’s problem.

注） hurtled：猛スピードで 突進した orbiting outpost：軌道上の前哨基地

 cosmic hazard：宇宙の危険 emergency maneuver：緊急操作

 propellant：推進剤 shove：押し出す

 honing their debris-tracking：デブリ追跡の精度を上げる

 forging international agreements：国際協定を進める

 debilitating collision：破壊的な衝突

 Offi  ce of Technology, Policy and Strategy：技術・政策・戦略局

 distilled：要約された speculative：投機的な grapple：掴む

 break-even：損益分岐点 congested：混雑した

問 1　 【 X 】【 Y 】に入れる段落の見出しとして最も適切なものを（ア）から（カ）の中からそれ

ぞれ一つずつ選び，記号で答えよ。ただし，同じ記号は一度しか使えない。

（ア）Aff ordable Options and International Cooperation

（イ）The Cost-Benefi t Analysis of Space Tug Boats and Other Technologies

（ウ）The Importance of Global Cooperation in Space Safety and Sustainability

（エ）The Development of New Technologies to Combat Space Junk

（オ）Emergency Maneuvers and Costly Episode

（カ）The Financial Justifi cation for Space Junk Removal Technologies
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問 2　 ［ A ］ から ［ D ］ にあてはまる最も適切なものを（ア）から（エ）の中からそれぞれ一つ
ずつ選び，記号で答えよ。

［ A ］（ア）prosperous （イ）redundant （ウ）edible （エ）valuable

［ B ］（ア）enhances （イ）diminishes （ウ）undertakes （エ）compromises

［ C ］（ア）customized （イ）maximized （ウ）civilized （エ）reorganized

［ D ］（ア）resistance （イ）fragment （ウ）ambitions （エ）conquest

問 3　 質問 Q1，Q2の答えとして最も適切なものを（ア）から（エ）の中からそれぞれ一つずつ

選び，記号で答えよ。

Q1    How much is required in a year to transfer the huge space station out of the way of space 

junk?

（ア）$58 million　　　（イ）$500 million　　　（ウ）$699　　　（エ）$6 billion

Q2    What is one of the most aff ordable options for lowering the risk of space junk today and into 

the future?

（ア）Developing new robots to remove space junk.

（イ）Using space tug boats to grapple large pieces of space junk.

（ウ）Limiting the amount of junk that’s being launched and left in space.

（エ）Using ground and space-based lasers to push junk out of the way.

問 4　 本文の内容に合っているものを次の（ア）から（カ）の中から二つ選び，記号で答えよ。

（ア）Each incident  of avoiding space waste costs U.S. satellite operators $58 million.

（イ）  To avoid a collision with space debris, the International Space Station executed an 

emergency maneuver.

（ウ）  The U.S. government has convinced international partners to adopt their standards for 

reducing space debris.

（エ）Laser technology to avoid space debris is already in practical use.

（オ）International cooperation is vital to limit the production of new space junk.

（カ）  NASA’s study found that developing new technologies to remove space junk is more cost-

eff ective than avoiding it.

－ 18－

［英－3］



第 2問　次の各空欄にあてはまる最も適切なものを（ア）から（エ）の中からそれぞれ一つ
ずつ選び，記号で答えよ。

問 1　Since you came all the way from Okinawa to Chiba, you can stay at my place （ 　　    ） you like.

　　　（ア） as far as　　　（イ） as long as　　　（ウ） as it were　　　（エ） as if

問 2　You cannot carry （ 　　    ） by yourself; you should get a smaller one.

　　　（ア） so large a suitcase （イ） such large suitcase

　　　（ウ） so large suitcase   （エ） a such large suitcase

問 3　  （ 　　    ） among the participants of the conference, the total cost for getting a chartered bus was 

not so high.

　　　（ア）To share　　　（イ）Sharing　　　（ウ）Having shared　　　（エ）Shared

問 4　 The prosperity of our nation would not have been possible （ 　　    ） the great contribution 

of everyone here.

　　　（ア） besides　　　（イ） without　　　（ウ） because of　　　（エ） thanks to

問 5　  Plants contain the chemical substance, which reacts with sunlight to create a simple sugar.  It is 

also （ 　　    ） gives plants their green color.

　　　（ア） why　　　（イ） which　　　（ウ） what　　　（エ） how
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第 1問　次の 5問を，すべて解答しなさい。

（1）� " 
  ���のとき，��� ! 
� ! ��を計算しなさい。

（2）�� ! ���  ��  ���  
��を因数分解しなさい。

（3）循環小数 	� �# �# を，1つの既約分数で表しなさい。

（4）aӆ1㸪bӆ1㸪cӆ1㸪�  �  � " 
であるとき，���
��� �

���
��� �

���
����の値を求めなさい。

（5）サイコロを 2個同時に投げたとき，出た目の積が 6となる確率を求めなさい。

［計算欄］
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第 2問　次の 3問を，すべて解答しなさい。

（1）方程式 ��
�����	 " ���を解きなさい。

（2）	 � � � 

��のθに対し，� ��� �  ��� � " 
�が成り立つとき，cosθの値を求めなさい。

（3）  3次関数 f （x） について， f （1） ＝ 1，  f （－ 1） ＝ － 5，  f ’ （0） ＝ 2，  � �$�%�
�� ��� = 0で

あるとき，f （x） を求めなさい。

［計算欄］
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第 3問　下記の空 欄に当てはまる適切な文字または数値を答えなさい。

　�� " �� " 
��のときの ���
�� �
の値を求めたい。このとき，

���
�� � �

� �
�

� ��
�と変形できる

ことを利用する。

　�� " 
���であるから，� " ���� �� � 1� となり，同様にして �� " 
���であるから，

� " ���
� ��

� 2� となる。

　ここで，a，bの逆数をとると，
�
� " ���� �� � 3� ，

�
� " ���� �� � 4� となるので，

���
�� � z� � 5� �となる。

［計算欄］
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A

B C

I

P

Q

第 4問　右図のように△ABCがあり，Iは内心である。
Iを通り BI に垂直な直線と，辺AB，BCの交点をそれぞ

れ P，Qとすると，BI ＝ 4，PI ＝ 3，CQ＝ 2であった。

このとき，次の問いに答えなさい。

（1）BPの長さを求めなさい。

（2）∠ABI ＋ ∠BCI ＋ ∠CAI の大きさを求めなさい。

（3）cos∠PBQの値を求めなさい。

（4）  ∠AIP と大きさの等しい角を図中より 1つ選び，

答えなさい。

（5）APの長さを求めなさい。

（6）ACの長さを求めなさい。

［計算欄］
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第 一 問 　 次 の 問 い （ 問 一 〜 二 ） に 答 え よ 。

問 一 　 ① 〜 ⑮ の 傍 線 部 の カ タ カ ナ を 漢 字 で 記 せ 。 　

① 　 亡 く な っ た 人 を イ タ む 　 　 ② 　 窓 か ら の チ ョ ウ ボ ウ 　 　 ③ 　 ト ビ ラ を 開 け る

④ 　 部 屋 の ス ミ の ほ こ り 　 　 　 ⑤ 　 ラ ク ノ ウ を 営 む 　 　 　 　 ⑥ 　 オ ウ ヘ イ な 態 度

⑦ 　 彼 に は 収 集 ヘ キ が あ る 　 　 ⑧ 　 崖 が ホ ウ ラ ク し た 　 　 　 ⑨ 　 泉 の ユ ウ ス イ を 飲 む

⑩ 　 棚 を シ ュ ウ ゼ ン す る 　 　 　 ⑪ 　 犯 罪 を ク ワ ダ て る 　 　 　 ⑫ 　 休 日 を マ ン キ ツ す る

⑬ 　 ハ ッ コ ウ 食 品 　 　 　 　 　 　 ⑭ 　 キ ュ ウ カ を も ら う 　 　 　 ⑮ 　 ク ラ ス メ イ ト の エ ガ オ

問 二 　 ⑯ 〜 ㉚ の 傍 線 部 の 読 み を 、 ひ ら が な （ 現 代 仮 名 遣 い ） で 記 せ 。

⑯ 　 海 藻 類 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⑰ 　 明 け の 明 星 　 　 　 　 　 　 ⑱ 　 心 が 弾 む

⑲ 　 水 道 管 か ら の 漏 水 　 　 　 　 ⑳ 　 擦 過 傷 　 　 　 　 　 　 　 　 ㉑ 　 叱 責 を 受 け る

㉒ 　 給 餌 の 時 間 　 　 　 　 　 　 　 ㉓ 　 琴 線 に 触 れ る 　 　 　 　 　 ㉔ 　 議 論 が 紛 糾 す る

㉕ 　 号 泣 し て い る 人 　 　 　 　 　 ㉖ 　 丘 陵 の 上 　 　 　 　 　 　 　 ㉗ 　 閉 塞 感 の あ る 部 屋

㉘ 　 舌 戦 が は じ ま る 　 　 　 　 　 ㉙ 　 古 い 時 代 の 装 束 　 　 　 　 ㉚ 　 提 案 を 是 認 す る

第 二 問 　 次 の 文 章 を 読 み 、 後 の 問 い （ 問 一 〜 七 ） に 答 え よ 。

　 芸 術 か ら 医 療 ま で 、 あ ら ゆ る 分 野 に お け る 多 く の 伝 統 的 な 職 が な く な っ て も 、 人 間 が で き る 新 し い

仕 事 が 創 出 さ れ れ ば 、 あ る 程 度 ま で は 埋 め 合 わ さ れ る 。 主 に 既 知 の 病 気 を 診 断 し 、 お 馴 染 み の 治 療 を

し て い る 一 般 開 業 医 は 、 お そ ら く Ａ Ｉ 医 師 に 取 っ て 代 わ ら れ る だ ろ う 。 だ が 、 ま さ に そ の お か げ で 、

人 間 の 医 師 や 実 験 助 手 に 革 新 的 な 研 究 を し て も ら っ て 、 新 し い 薬 や 手 術 法 を 開 発 す る た め に 、 は る か

に 多 く の 資 金 を 回 す こ と が で き る 。

　 Ａ Ｉ は 別 の 形 で も 人 間 の 新 し い 仕 事 の 創 出 を 後 押 し で き る か も し れ な い 。 人 間 は Ａ Ｉ と 競 争 す る 代

わ り に 、 Ａ Ｉ の 支 援 や 活 用 に 専 念 す る こ と も で き る だ ろ う 。 た と え ば 、 ド ロ ー ン （ 無 人 航 空 機 ） が 人

間 の パ イ ロ ッ ト に 取 っ て 代 わ っ た た め に 、 な く な っ た 仕 事 も あ る が 、 メ ン テ ナ ン ス や リ モ ー ト コ ン ト

ロ ー ル 、 デ ー タ 分 析 、 サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ で 多 く の 雇 用 の 機 会 が 新 た に 生 ま れ た 。 ア メ リ カ 軍 は 、

シ リ ア 上 空 を 飛 ぶ プ レ デ タ ー や リ ー パ ー と い っ た ド ロ ー ン を 動 か す に は 、 一 機 当 た り 三 〇 人 必 要 で 、

得 ら れ た 情 報 を 分 析 す る の に 、 さ ら に 少 な く と も 八 〇 人 が 従 事 し て い る 。 二 〇 一 五 年 、 ア メ リ カ の 空

軍 は 、 こ れ ら の 職 を す べ て 埋 め る だ け の 、 訓 練 を 積 ん だ 人 材 を 確 保 で き ず 、 そ の 結 果 、 無 人 機 の た め

の 人 員 の 不 足 と い う 皮 肉 な 危 機 を 迎 え る 羽 目 に な っ た 。

　 こ の よ う に 新 た な 働 き 口 が 誕 生 す れ ば 、 二 〇 五 〇 年 の 雇 用 市 場 は 人 間 と Ａ Ｉ の 競 争 で は な く 協 力 を
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特 徴 と す る よ う に な っ て も お か し く な い 。 警 察 活 動 か ら 銀 行 業 ま で 、 さ ま ざ ま な 分 野 で 人 間 と Ａ Ｉ の

チ ー ム が 、 人 間 と Ａ Ｉ の 両 方 に 優
ま さ

る 働 き を 見 せ う る 。 一 九 九 七 年 に Ｉ Ｂ Ｍ の チ ェ ス 専 用 ス ー パ ー コ ン

ピ ュ ー タ ー の デ ィ ー プ ・ ブ ル ー が チ ャ ン ピ オ ン の ガ ル リ ・ カ ス パ ロ フ を 破 っ た 後 も 、 人 間 は チ ェ ス を

す る の を や め な か っ た 。 そ れ ど こ ろ か 人 間 の チ ェ ス の 名 人 た ち は 、 Ａ Ｉ ト レ ー ナ ー の お か げ で 、 か つ

て な か っ た ほ ど 腕 を 上 げ 、 少 な く と も し ば ら く の 間 は 、 「 ケ ン タ ウ ロ ス 」 と 呼 ば れ る 人 間 と Ａ Ｉ の チ

ー ム が 、 チ ェ ス で は 人 間 と Ａ Ｉ の ど ち ら よ り も 良 い 成 績 を 残 し た 。 Ａ Ｉ は 同 様 に 、 史 上 有 数 の 探 偵 や

銀 行 家 や 兵 士 を 育 て 上 げ る 手 助 け を し う る 。

　 と は い え 、 こ う し た 新 し い 仕 事 は み な 、 一 つ 問 題 を 抱 え て い る 。 お そ ら く 、 高 度 な 専 門 技 術 や 知 識

が 求 め ら れ 、 し た が っ て 、 1 を 解 決 で き な い の だ 。 人 間 の た め に 新 し い 仕 事 を 創 出 す る よ り

も 、 実 際 に そ の 仕 事 に 就 か せ る た め に 人 間 を 訓 練 す る ほ う が 難 し い と い う 結 果 に な り か ね な い 。 過 去

に 自 動 化 の 波 が 押 し 寄 せ た と き に は 、 人 々 は た い て い 、 そ れ ま で や っ て い た 、 高 度 な 技 能 を 必 要 と せ

ず 、 同 じ こ と を 繰 り 返 し 行 な う 仕 事 か ら 、 別 の 、 や は り 単 純 な 仕 事 に 移 る こ と が で き た 。 一 九 二 〇 年

に 農 業 の 機 械 化 で 解 雇 さ れ た 農 場 労 働 者 は 、 ト ラ ク タ ー 製 造 工 場 で 新 し い 仕 事 を 見 つ け ら れ た 。

一 九 八 〇 年 に 失 業 し た 工 場 労 働 者 は 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト で レ ジ 係 と し て 働 き 始 め る こ と が で き た 。

そ の よ う な 転 職 が 可 能 だ っ た の は 、 農 場 か ら 工 場 へ 、 工 場 か ら ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト へ と い う 移 動 に

は 、 限 ら れ た 訓 練 し か 必 要 な か っ た か ら だ 。

　 だ が 二 〇 五 〇 年 に は 、 ロ ボ ッ ト に 仕 事 を 奪 わ れ た レ ジ 係 や 繊 維 労 働 者 が 、 癌
が ん

研 究 者 や ド ロ ー ン 操 縦

士 や 、 人 間 と Ａ Ｉ の 銀 行 業 務 チ ー ム の メ ン バ ー と し て 働 き 始 め る こ と は ほ ぼ 不 可 能 だ ろ う 。 彼 ら に は

必 要 と さ れ る 技 能 が な い か ら だ 。 第 一 次 世 界 大 戦 の と き に は 、 何 百 万 も の 未 熟 な 徴 集 兵 を 戦 場 に 送 り

込 む の は 道 理 に 適 っ て い た 。 敵 の 機 関 銃 に 向 か っ て 突 進 し 、 何 千 人 と い う 単 位 で 戦 死 す る の だ か ら 、

個 々 の 兵 士 の 技 能 は ほ と ん ど 問 題 に な ら な か っ た 。 今 日 で は 、 ア メ リ カ 空 軍 は ド ロ ー ン 操 縦 士 と デ ー

タ 分 析 員 が 不 足 し て い る の に も か か わ ら ず 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト の 仕 事 が 務 ま ら ず に 辞 め た 人 を 雇 っ

て 空 き を 埋 め よ う と は し な い 。 未 熟 な 新 人 に 、 ア フ ガ ニ ス タ ン の 結 婚 披 露 宴 を タ リ バ ン 幹 部 の 会 合 と

勘 違 い さ れ る わ け に は い か な い か ら だ 。

　 し た が っ て 、 人 間 の た め の 新 し い 仕 事 が 出 て き て も 、 新 し い 「 無 用 者 」 階 級 の 増 大 が 起 こ る か も し

れ な い 。 ⑴ 私 た ち は 実 際 、 高 い 失 業 率 と 熟 練 労 働 者 の 不 足 と い う 、 二 重 苦 に 陥 り か ね な い 。 多 く の 人

は 、 一 九 世 紀 の 荷 馬 車 の 御
ぎ ょ し ゃ

者 （ 彼 ら は タ ク シ ー の 運 転 手 に 鞍 替 え し た ） で は な く 、 一 九 世 紀 の 馬 （ し

だ い に 雇 用 市 場 か ら 排 除 さ れ た ） と 同 じ 運 命 を た ど る 可 能 性 が あ る 。

　 そ の う え 、 残 っ て い る 人 間 の 仕 事 も 、 将 来 の 自 動 化 の Ａ を い つ ま で も 免 れ る 保 証 は な い 。 な

ぜ な ら 、 機 械 学 習 と ロ ボ ッ ト 工 学 は Ｂ し 続 け る か ら だ 。 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト の レ ジ 係 の 職 を 失

っ た 四 〇 歳 の 人 が 超 人 的 な 努 力 を し て ド ロ ー ン 操 縦 士 に な れ た と し て も 、 一 〇 年 後 に は 、 再 び 新 た な

C を 身 に つ け な く て は な ら な い か も し れ な い 。 そ の 頃 に は ド ロ ー ン の 操 縦 も 自 動 化 さ れ て い る

D が あ る か ら だ 。 こ の よ う な 絶 え 間 な い 変 動 の せ い で 、 組 合 を 組 織 し た り 、 労 働 権 を E

し た り す る の も 難 し く な る 。 今 日 で さ え 、 先 進 諸 国 の 新 し い 仕 事 に は 、 何 の F も な い 臨 時 の も

の や 、 フ リ ー ラ ン ス の も の や 、 一 回 限 り の も の が 多 い 。 急 激 に 現 れ 、 一 〇 年 も し な い う ち に 消 え て い
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く 職 種 で 労 働 組 合 を 組 織 す る こ と な ど 、 ど う し て で き る だ ろ う か ？

中 略

　 二 〇 一 七 年 一 二 月 六 日 は 重 大 な 節 目 に な っ た 。 コ ン ピ ュ ー タ ー が チ ェ ス で 人 間 に 勝 っ た わ け で は な

く （ そ ん な こ と な ら 、 少 し も 目 新 し く は な か っ た ） 、 グ ー グ ル 傘 下 の デ ィ ー プ マ イ ン ド 社 が 開 発 し た

コ ン ピ ュ ー タ ー プ ロ グ ラ ム の ア ル フ ァ ゼ ロ が 、 ス ト ッ ク フ ィ ッ シ ュ ８ を 負 か し た の だ 。 ス ト ッ ク フ ィ

ッ シ ュ ８ は 、 二 〇 一 六 年 の コ ン ピ ュ ー タ ー チ ェ ス 選 手 権 の チ ャ ン ピ オ ン だ っ た 。 ス ト ッ ク フ ィ ッ シ ュ

８ は 、 チ ェ ス の 分 野 で 何 世 紀 に も わ た っ て 蓄 積 し て き た 人 間 の 経 験 に も 、 数 十 年 に わ た る コ ン ピ ュ ー

タ ー の 経 験 に も ア ク セ ス で き た 。 そ し て 、 毎 秒 七 〇 〇 〇 万 の チ ェ ス の 局 面 を 計 算 で き た 。 そ れ に 対 し

て ア ル フ ァ ゼ ロ は 、 そ う し た 計 算 は 毎 秒 八 万 し か し な か っ た し 、 開 発 し た 人 間 た ち は 序 盤 の 定 跡 さ え

も 含 め て 、 チ ェ ス の 戦 略 を ま っ た く 教 え な か っ た 。 そ の 代 わ り ア ル フ ァ ゼ ロ は 最 新 の 機 械 学 習 原 理 を

使 い 、 自 分 自 身 と 対 戦 す る こ と で 、 チ ェ ス を 独 学 で 習 得 し た 。 そ れ に も か か わ ら ず 、 新 参 の ア ル フ ァ

ゼ ロ は ス ト ッ ク フ ィ ッ シ ュ と 一 〇 〇 回 対 戦 し て 、 二 八 勝 七 二 引 き 分 け だ っ た 。 一 度 と し て 負 け な か っ

た 。 ア ル フ ァ ゼ ロ は 人 間 か ら は 何 一 つ 学 ん で い な い の で 、 勝 敗 を 決 め た 手 や 戦 略 の 多 く は 、 人 間 の 目

に は 型 破 り に 映 っ た 。 仮 に 紛 れ も な く 天 才 的 と ま で は 言 え な い に し て も 、 創 造 的 と 考 え て い い だ ろ う 。

2

　 創 意 に 富 む ソ フ ト ウ ェ ア は 、 な に も ア ル フ ァ ゼ ロ だ け で は な い 。 今 で は 多 く の プ ロ グ ラ ム が 、 た だ

の 計 算 力 だ け で は な く 、 「 創 造 性 」 に お い て さ え 、 日 常 的 に 人 間 の チ ェ ス プ レ イ ヤ ー を 打 ち 負 か し て

い る 。 人 間 だ け の チ ェ ス ト ー ナ メ ン ト で は 、 密 か に コ ン ピ ュ ー タ ー の 助 け を 借 り て 不 正 を 働 こ う と す

る プ レ イ ヤ ー が い な い か 、 審 判 員 が 絶 え ず 目 を 光 ら せ て い る 。 不 正 行 為 を 見 破 る た め に は 、 プ レ イ ヤ

ー が 発 揮 す る 独 創 性 の レ ベ ル を 監 視 す る と い う 手 が あ る 。 プ レ イ ヤ ー が 飛 び 抜 け て 独 創 的 な 手 を 指 し

た ら 、 審 判 は 、 そ れ は 人 間 の 考 え た 手 で あ る は ず が な い 、 コ ン ピ ュ ー タ ー の 手 に 違 い な い と 思 う こ と

が 多 い 。 少 な く と も チ ェ ス で は 、 3 だ か ら 、 も し チ ェ ス が 「 炭 鉱 の カ ナ リ ア 」 〔 訳 注 　 カ ナ リ

ア は 人 間 よ り も 有 毒 ガ ス に 弱 い の で 、 昔 、 炭 鉱 で 有 毒 ガ ス の 発 生 に 気 づ く た め の 警 報 装 置 と し て 使 わ

れ た 〕 な ら ば 、 私 た ち は そ の カ ナ リ ア が 死 に か け て い る こ と を 、 は っ き り 警 告 さ れ た こ と に な る 。 今

日 人 間 と Ａ Ｉ の チ ェ ス チ ー ム で 起 こ っ て い る こ と は 、 い ず れ 警 察 活 動 や 医 療 、 銀 行 業 務 に お け る 人 間

と Ａ Ｉ チ ー ム で も 起 こ り か ね な い 。

　 し た が っ て 、 新 し い 仕 事 を 創 出 し 、 人 間 を 再 訓 練 し て そ の 仕 事 に 就 か せ る の は 、 一 度 限 り の 取 り 組

み で は 済 ま さ れ な い 。 Ａ Ｉ 革 命 は 、 そ れ が 過 ぎ れ ば 雇 用 市 場 が あ っ さ り と 新 た な 均 衡 状 態 に 落 ち 着 く

よ う な 、 転 換 期 に 当 た る 単 一 の 出 来 事 で は な い 。 む し ろ 、 し だ い に 大 き な 混 乱 が 起 こ る 連 鎖 反 応 の よ

う な も の に な る だ ろ う 。 す で に 今 日 、 一 生 に わ た っ て 同 じ 職 で 働 く と 思 っ て い る 勤 め 人 は ほ と ん ど い

な い 。 二 〇 五 〇 年 に は 、「 終 身 雇 用 」 と い う 考 え 方 ば か り で な く 、 ⑵ 「 一 生 の 仕 事 」 と い う 考 え 方 さ え 、

時 代 後 れ に 思 え る か も し れ な い 。

　 た と え 私 た ち が 新 し い 仕 事 を 絶 え ず 創 出 し 、 労 働 者 を 再 訓 練 し た と し て も 、 平 均 的 な 人 間 に は 、 そ
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の よ う に 大 変 動 が 果 て し な く 続 く 人 生 に 必 要 な 情 緒 的 ス タ ミ ナ が あ る か ど う か 、 疑 問 に 思 え る 。 変 化

に は ス ト レ ス が 付 き 物 だ し 、 二 一 世 紀 初 頭 の あ わ た だ し い 世 界 は 、 す で に グ ロ ー バ ル な ス ト レ ス の 大

流 行 を 引 き 起 こ し て い る 。 雇 用 市 場 と 個 人 の キ ャ リ ア の 不 安 定 さ が 増 す の に 、 人 は う ま く 対 処 で き る

だ ろ う か ？ 　 サ ピ エ ン ス の 心 が 参 っ て し ま わ な い よ う に す る た め に は 、 お そ ら く 、 薬 物 か ら ニ ュ ー ロ

フ ィ ー ド バ ッ ク 、 さ ら に は 瞑 想 ま で 、 今 よ り は る か に 効 果 的 な ス ト レ ス 軽 減 法 が 必 要 と な る だ ろ う 。

二 〇 五 〇 年 ま で に は 、 仕 事 の 絶 対 的 な 欠 如 あ る い は 適 切 な 教 育 の 不 足 の せ い ば か り で は な く 、 ⑶ 精 神

的 な ス タ ミ ナ の 欠 乏 の せ い で も 、 「 無 用 者 」 階 級 が 出 現 す る か も し れ な い 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ユ ヴ ァ ル ・ ノ ア ・ ハ ラ リ 著 　 『  21 　 Lessons （ ト ゥ エ ン テ ィ ワ ン ・ レ ッ ス ン ズ ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 21 世 紀 の 人 類 の た め の 21 の 思 考 』 よ り 　 一 部 表 記 を 改 め た ）

問 一 　 空 欄 1 の 部 分 に 入 る 最 も 適 切 な 語 句 を 次 の 中 か ら 選  び 、 そ の 記 号 を 記 せ 。

ア 　 プ ロ グ ラ マ ー 育 成 の 問 題

イ 　 Ａ Ｉ ト レ ー ナ ー 育 成 の 問 題

ウ 　 熟 練 労 働 者 の 失 業 問 題

エ 　 非 熟 練 労 働 者 の 失 業 問 題

問 二 　  傍 線 部 ⑴ 「 私 た ち は 実 際 、 高 い 失 業 率 と 熟 練 労 働 者 の 不 足 と い う 、 二 重 苦 に 陥 り か ね な い 。 」

と あ る が 、 ど う し て 二 重 苦 に 陥 り か ね な い の か 、 説 明 せ よ 。

問 三 　 空 欄 A 〜 F に 入 る 適 切 な 語 句 を 次 の 中 か ら 選 び 、 そ の 記 号 を 記 せ 。

ア 　 技 能 　 　 　 イ 　 可 能 性 　 　 　 ウ 　 保 証

エ 　 脅 威 　 　 　 オ 　 確 保 　 　 　 　 カ 　 進 歩

問 四 　  次 の １ 〜 ４ の 文 章 は 空 欄

2 の 部 分 に 入 る 文 章 で あ る 。 意 味 の 通 る 文 章 に な る よ う １ 〜 ４

の 文 章 を 並 べ 替 え て 解 答 欄 に 記 せ 。

１ 　 答 え は 、 四 時 間 だ 。

２ 　  と こ ろ が ア ル フ ァ ゼ ロ は 、 人 間 に 少 し も 導 か れ る こ と な し に 、 ま っ た く 無 知 な 状 態 か ら 独 創

的 な 名 人 の 域 ま で 、 わ ず か 四 時 間 で 到 達 し た の だ 。

３ 　  と こ ろ で 、 ア ル フ ァ ゼ ロ が 一 か ら チ ェ ス を 学 ん で 、 ス ト ッ ク フ ィ ッ シ ュ と の 対 戦 に 備 え 、 天

才 的 な 勝 負 勘 を 発 達 さ せ る の に 、 ど れ だ け 時 間 が か か っ た か 、 想 像 が つ く だ ろ う か ？

４ 　  い や 、 こ れ は 誤 植 で は な い 。 チ ェ ス は 何 世 紀 も の 間 、 人 間 の 知 性 に よ る 輝 か し い 業 績 の 一 つ

と 考 え ら れ て い た 。
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問 五 　 空 欄 3 の 部 分 に 入 る 最 も 適 切 な 語 句 を 次 の 中 か ら 選 び 、 そ の 記 号 を 記 せ 。

ア 　 創 造 性 は コ ン ピ ュ ー タ ー で は な く 人 間 の ト レ ー ド マ ー ク な の だ ！

イ 　 創 造 性 は 人 間 で は な く コ ン ピ ュ ー タ ー の ト レ ー ド マ ー ク  な の だ ！

ウ 　 不 正 行 為 は コ ン ピ ュ ー タ ー で は な く 人 間 が す る も の な の だ ！

エ 　 不 正 行 為 は 人 間 で は な く コ ン ピ ュ ー タ ー が す る も の な の だ ！

問 六 　  傍 線 部 ⑵ 「 「 一 生 の 仕 事 」 と い う 考 え 方 さ え 、 時 代 遅 れ に 思 え る か も し れ な い 。 」 と あ る が 、 な

ぜ 時 代 遅 れ に 思 え る か も し れ な い の だ ろ う か 。 そ の 理 由 と し て 最 も 適 切 と 思 え る も の を 次 の 中

か ら 選 び 、 そ の 記 号 を 記 せ 。

ア 　  Ａ Ｉ の 発 達 に よ り 、 一 部 の 種 類 の 仕 事 が 無 く な っ て い く と 考 え ら れ る が 、 そ の よ う な 古 い 仕

事 に 価 値 を 置 き 、 大 切 に 守 っ て い き た い と 考 え る 人 々 が い る 。 し か し こ の よ う な 考 え は 多 く

の 人 か ら 見 る と 、 時 代 遅 れ に し か 思 え な い か ら 。

イ 　  Ａ Ｉ は そ れ ぞ れ の 労 働 者 の 適 性 を か な り 正 確 に 判 断 で き る 。 そ の た め 、 こ れ か ら の 時 代 は

個 々 の 労 働 者 は 自 分 で 選 択 し た 一 つ の 仕 事 に 固 執 す る の で は な く 、 Ａ Ｉ の 判 断 に し た が っ

て 、 就 職 や 転 職 を 決 定 す べ き で あ る か ら 。

ウ 　  技 能 を 要 し な い 職 種 か ら Ａ Ｉ に よ っ て 自 動 化 さ れ て い く た め 、 そ の よ う な 職 種 に 就 い て い た

労 働 者 は 、 ま だ Ａ Ｉ に よ っ て 自 動 化 さ れ て い な い 職 種 に 移 っ て い く 必 要 が あ る 。 こ の よ う な

時 代 に お い て は 一 生 に 一 つ の 職 種 の 仕 事 を す る と い う の は 困 難 で あ る か ら 。

エ 　  こ れ ま で 、 多 く の 人 は 、 一 生 を か け て あ る 一 つ の 仕 事 を 完 遂 す る こ と に 価 値 が あ る と 考 え て

い た が 、 近 年 の 多 く の 若 者 は そ の よ う に は 考 え ず 、 Ａ Ｉ を う ま く 使 う こ と に こ そ 価 値 が あ る

と 考 え て い る か ら 。

問 七 　  傍 線 部 ⑶ 「 精 神 的 な ス タ ミ ナ の 欠 乏 の せ い で も 、 「 無 用 者 」 階 級 が 出 現 す る か も し れ な い 。 」 と

あ る が 、 な ぜ 筆 者 は そ の よ う に 考 え て い る の か 、 説 明 せ よ 。
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第 三 問 　 次 の 文 章 を 要 約 し て 、 大 意 及 び 自 ら の 考 え を 二 百 字 以 内 で 記 せ 。

　 私 た ち は ア メ リ カ 式 の 資 本 主 義 に 慣 れ て し ま っ て い る の で 、 「 成 功 し た い 」 と い う 欲 求 を 自 然 の よ

う に 感 じ て い ま す 。 で も 、 文 学 の 世 界 に 浸 っ て み る と 、 成 功 や 勝 ち 負 け な ん て ど う で も い い 、 と い う

か 、 意 味 が わ か ら な い と い う 感 覚 に な る は ず で す 。

　 文 学 と は 経 済 的 成 功 や 勝 ち 負 け と は 違 う 次 元 で 成 立 し て い る も の だ か ら で す 。 「 生 き る 」 こ と の 意

味 の 深 さ を 何 と か つ か ま え よ う と し て い る 、 そ う い う 営 み な の で す 。

　 太 宰 治 は 素 晴 ら し い 短 編 小 説 を い く つ も 書 い て い ま す が 、 そ の 中 で 『 眉
び ざ ん

山 』 は 私 が と く に 好 き な も

の の ひ と つ で す 。

　 「 眉 山 」 は 、 あ る 飲 み 屋 で 働 く 娘 さ ん に つ け ら れ た あ だ 名 で す 。 語 り 手 で あ る 僕 と 仲 間 た ち は 、 そ

の 飲 み 屋 の 常 連 で す が 、 し ょ っ ち ゅ う 「 眉 山 」 の 陰 口 を 言 っ て い る 。 幼 少 の 頃 か ら メ シ よ り 小 説 が 好

き だ と い う 「 眉 山 」 は 、 小 説 家 で あ る 僕 と 仲 間 た ち に 何 か と 絡 ん で く る の で す 。

　 し か も 、 こ の 娘 さ ん は ピ ン ト 外 れ の 発 言 も 多 い 。 文 士 た ち は 、 「 眉 山 が い る か ら 行 き つ け を 変 え よ

う 」 と 言 い つ つ 、 や は り 同 じ 飲 み 屋 に 通 っ て い た の で す が 、 あ る と き 、 僕 は 「 眉 山 」 が 実 は 重 い 病 気

に か か っ て お り 、 飲 み 屋 を や め て 実 家 に 戻 っ た こ と を 知 り ま す 。 も う 長 く な い だ ろ う と い う の で す 。

　 こ れ ま で さ ん ざ ん 無 知 だ の う る さ い の と 言 っ て き た 僕 の 口 を つ い て 出 た の は 「 い い 子 で し た が ね 」

と い う 言 葉 で し た 。 小 説 の 話 を 聞 き た か っ た ん だ な 、 一 生 懸 命 給 仕 し て く れ た な と 口 々 に 言 い ま す 。

そ し て 、 そ の 日 以 降 、 そ の 飲 み 屋 に は 行 か な く な っ た … … と い う 話 で す 。

　 「 眉 山 」 の 人 生 に は 、 経 済 的 成 功 や 勝 ち 負 け と い っ た 価 値 観 は 出 て き ま せ ん 。 そ し て 、 「 あ あ 、 こ う

い う 人 生 の 深 み が あ る の だ よ な ぁ 」 と 胸 を 打 つ の で す 。 誰 が 勝 ち 組 で 誰 が 負 け 組 か と い う 話 を し た こ

と が あ る と す れ ば 、 そ れ が い か に 下 品 な こ と だ っ た か と 恥 じ 入 る の で は な い で し ょ う か 。

　 「 勝 ち 組 、 負 け 組 」 と い う 言 葉 は 、 1
0 年 ほ ど 前 は よ く 使 わ れ て い ま し た 。 当 時 は そ れ な り に リ ア リ

テ ィ の あ る 言 葉 だ っ た の か も し れ ま せ ん 。 し か し 、 流 行 当 時 で あ っ て も 、 文 学 に 親 し ん で い る 人 で あ

れ ば そ ん な 言 葉 を 使 う の は た め ら っ た は ず で す 。

　 た と え 頭 が 良 く て 仕 事 で 成 功 を お さ め て い た と し て も 、 そ う い っ た 浅 い 言 葉 を バ ン バ ン 使 う 人 は

「 残 念 な 人 」 と い う 感 じ が し ま す 。 教 養 に か け て い る と 疑 わ ざ る を え な い 。 こ れ は 重 要 な 視 点 で す 。

お 金 を 持 っ て い る 人 が 偉 い と か 立 派 だ と い う わ け で は な い か ら で す 。 資 本 主 義 の ゲ ー ム に 勝 つ の は う

ま い か も し れ ま せ ん が 、 そ れ が 偉 い わ け で は な い で し ょ う 。 あ え て 勝 た な い 道 だ っ て あ り ま す 。

　 人 が 生 き る 意 味 を 問 い な が ら 、 そ の 深 み を 掘 っ て い く の が 人 生 の 醍 醐 味 で す 。 生 き て い く う え で 経

済 は 重 要 で は あ り ま す が 、 当 然 な が ら そ れ だ け で は あ り ま せ ん 。

　 聖 書 に は 「 人 は パ ン の み に て 生 く る も の に あ ら ず 」 と い う 有 名 な 言 葉 が あ り ま す 。 物 質 的 な 満 足 だ

け で 生 き て い る の で は な い と い う こ と で す 。 で は 何 が 必 要 な の か 。 人 生 の 意 味 に よ っ て 生 き る の で す 。

意 味 を 捉 え よ う と す る 力 を 読 書 に よ っ て 育 む と 、 い ろ い ろ な も の の 深 さ が わ か る よ う に な っ て き ま す 。
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　 人 生 の 意 味 を 捉 え よ う と す る こ と か ら さ ら に 深 ま っ て い く と 、 生 き て い る こ と そ の も の の 価 値 を し

み じ み と 感 じ る よ う に な り ま す 。 「 自 分 に と っ て 、 人 生 の 意 味 と は 何 か 」 「 何 を 価 値 と す る か 」 を 考 え

る の は と て も 意 義 深 い こ と で す が 、 同 時 に 、 そ れ を 超 え て 「 人 生 そ の も の 」 が 意 味 で あ り 価 値 で あ る

と 感 じ ら れ る の で す 。

　 『 カ ラ マ ー ゾ フ の 兄 弟 』 の 中 に も 「 人 生 の 意 味 よ り 、 人 生 そ の も の を 愛 せ 」 と い う 言 葉 が 出 て き ま す 。

何 よ り も ま ず 、 人 生 を 愛 す る こ と 。 そ う し て は じ め て 、 意 味 も 理 解 で き る と 言 い ま す 。

　 ま た 、 心 理 学 者 ヴ ィ ク ト ー ル ・ Ｅ ・ フ ラ ン ク ル が 強 制 収 容 所 で の 体 験 を 振 り 返 っ て 綴
つ づ

っ た 『 夜 と 霧 』

に は 、 「 私 た ち が 生 き る こ と か ら な に を 期 待 す る か で は な く 、 む し ろ ひ た す ら 、 生 き る こ と が わ た し

た ち か ら な に を 期 待 し て い る か が 問 題 な の だ 」 と い っ た 言 葉 が 出 て き ま す 。

　 私 た ち は 「 生 き る 意 味 」 が 実 態 と し て 存 在 し て お り 、 そ れ を 探 す よ う な こ と を し て し ま い が ち で す

が 、 そ れ で は ダ メ だ と フ ラ ン ク ル は 言 っ て い ま す 。 逆 に 自 分 自 身 が 問 い か け ら れ て い る 対 象 な の だ と

気 づ か な け れ ば な り ま せ ん 。

　 精 神 的 に も 肉 体 的 に も 、 想 像 を 絶 す る よ う な 極 限 状 態 の 中 で 、 「 生 き て い る こ と に 何 も 期 待 が 持 て

な い 」 と 絶 望 し て し ま う の は 想 像 に 難 く あ り ま せ ん 。 し か し 、 そ の よ う な 状 況 で も サ バ イ ブ で き る の

は 「 愛 す る 者 が 自 分 を 待 っ て い る 」 「 大 切 な 仕 事 が 自 分 を 待 っ て い る 」 と 思 え る 人 た ち で し た 。

　 フ ラ ン ク ル 自 身 も 、 こ こ か ら 生 還 し て 、 妻 と 再 び 暮 ら し 、 強 制 収 容 所 の 心 理 学 に つ い て 講 演 を す る

の だ と 考 え て い ま し た 。 そ れ ぞ れ に か け が え の な い も の が あ っ た の で す 。

中 略

　 日 本 人 は 経 済 大 国 で 暮 ら し な が ら も 幸 福 度 が 低 い と 言 わ れ ま す 。 人 と 比 べ て 自 分 の 能 力 が 劣 っ て い

る と か 年 収 が 低 い 、 と い う よ う に 他 人 と 比 べ て 自 己 評 価 を 下 げ て し ま い 、 そ の 結 果 、 幸 福 感 を 感 じ に

く い 。 し か し 、 文 学 を 読 む と 幸 福 そ の も の に 対 す る 認 識 が 変 わ っ て き ま す 。 「 自 分 が 幸 せ に な り た い 」

と 思 う の は 決 し て 悪 い こ と で は あ り ま せ ん が 、 そ れ だ け で は 浅 い 考 え 方 だ と い う 気 が し て く る は ず で す 。

（ 齋 藤 　 孝 著 　 『 読 書 す る 人 だ け が た ど り 着 け る 場 所 』 よ り 　 一 部 表 記 を 改 め た ）
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